
 

 

鑑賞領域において、自分の思いや考えを生かして 
聴き深めることができる児童の育成 

―「曲から感じ取ったことの言語化」と「音楽を形づくっている要素の働きを実感するための比較」を通して― 

前橋市立上川淵小学校 岡田 麻未  

 

Ⅰ 研究の背景  

 

前橋市では、「音楽のよさや面白さを味わわせる指導の工夫」を音楽科の指導の努力点

として掲げている。具体として、音楽を形づくっている要素をよりどころして、児童が音

や音楽と自己のイメージや感情を関連付けて考えられるよう、意図的な発問や他者と交流

する活動の設定を挙げている。音楽を形づくっている要素とその働きの関わりについて言

葉や体の動きで表したり他者と交流したりすることを通して、音楽のよさや面白さを見い

だすことができれば、自分の思いや考えを生かして音楽を聴き深めていることにつながる

と考える。 

本校の児童の多くは、表現の活動においては、曲の音楽的特徴から、自分の思いをもっ

て、表現を工夫する姿が見られる。一方で、筆者の指導を振り返ってみると、鑑賞の活動

においては、曲の音楽的特徴をしっかりと聴き取れるようにすることばかりを重視し、児

童一人一人が感じ取ったことを言語化したり、聴き取ったことに対する自分の思いや考え

をもてるようにしたりすることに至っていなかった。また、音楽を形づくっている要素と

その働きの関わりについて児童が考えを深めるまでに至らず、「曲の特徴が○○だったか

ら、私は～を思い浮かべた」のような一定の型に当てはめることを求める鑑賞の授業を展

開することが多かった。 

そこで、児童一人一人が曲から感じ取ったことを明確にする「曲から感じ取ったことの

言語化」と、実際に音や音楽に触れて「音楽を形づくっている要素の働きを実感するため

の比較」を鑑賞の活動に取り入れることで、自分の思いや考えを生かして聴き深めること

ができると考え、本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の目的と方法 

  

１ 目的 

音楽科の鑑賞領域において、「曲から感じ取ったことの言語化」と「音楽を形づくって

いる要素の働きを実感するための比較」を通して、自分の思いや考えを生かして聴き深め

ることができる児童の育成を目指す。 

２ 方法 

【手立て１】曲から感じ取ったことの言語化 

児童が自分なりの表し方で、曲から感じ取ったことを表出できるように、題材の初め

に、曲を十分に感じ取る時間を確保し、感じ取ったことを言葉だけでなく、体の動き、

絵、図などで自由に表す場を設定する。そして、新たな見方や気付きを得るとともに曲

へのイメージや感情をより膨らませることができるよう、曲から感じ取ったことを伝え



 

 

合う活動を取り入れる。その後、伝え合ったことを基に、それぞれが曲から感じ取った

ことを明確にできるようにするために、感じ取ったことを言語化する場を設定する。こ

のように曲との出会いで感じ取ったことを、他者と交流しながら徐々に明確にしていき、

そこを出発点に、鑑賞の活動を展開できるようにする。 

【手立て２】音楽を形づくっている要素の働きを実感するための比較 

音楽を形づくっている要素の特徴に応じて、音や音楽に触れる「比較」を取り入れる。

音楽を形づくっている要素の特徴によって比較の方法を、異なる２曲の比較、同一曲内の

比較（曲の中の要素の働きが対照的な部分の比較）、同一曲での比較①（本来の演奏と、

音色やリズムなど特定の要素を変化させた演奏の比較）、同一曲での比較②（本来の演奏

＜ある版＞と特定の楽器を除いた演奏＜ない版＞の比較）の４通りに分ける。比較を行う

場面では、児童が音や音楽を通して、要素の働きを実感することができるように、旋律を

口ずさんだり、リズムを打ってみたり、実際に演奏してみたりするといった活動も取り入

れる。そして、題材の終末で、その活動を通して得た思いや考えを生かして、一人一人が

感じ取ったことと、音楽を形づくっている要素の働きとを結び付けて聴き深めたことを伝

え合う言語活動を設定する。 

 

Ⅲ 実践 

 

 勤務校第５学年２学級（53名）を対象に、音楽科「音楽のききどころ『つるぎのまい』」

の鑑賞の学習において、授業実践を行った。 

１ 曲から感じ取ったことを言語化していく様子 

第１時において、「つるぎのまい」を十分に感じ取ることができるようにするために、

曲全体を何度も聴いて、感じ取ったことを自由に表す場を設定した。自分が表出しやすい

方法を選択して表現してよいこととし、児童全員が音楽室の思い思いの場所で各自が選ん

だ方法で感じ取ったことを表し始めた（図１・資料１）。じっくりと曲を聴きながら言葉

と絵で表現した児童（図２）や絵のみで表現した児童（図３）の姿が見られた。また、音

楽室の後方では、曲を聴きながらずっと体を動かしている児童

の姿が見られた。その児童になぜその動きをしているのかと教

師がインタビューしたところ、「曲を聴いて、自分は言葉では

伝えきれない程の焦りを感じたし、焦っている様子は、動いた

方が表せる」と答えた。その児童の体の動きに込められた思い

を全員で共有し、体の動きを真似する時間を設けた。次に、言

葉や絵、図など、様々な表し方をしている児童を全体に紹介し

た後、曲を聴いてどう感じたのかと友達とインタビューし合う

活動を行った。そして、改めて曲を聴き、友達とのやりとりか

らイメージや感情を膨らませ明確になった自身の感じ取ったこ

とをワークシートに記述した。 

ワークシートは、題材を通して、児童が思いや考え、気付き

を記入し、感じ取ったことと聴き取ったことの関わりを捉える

ことができるようにした（資料４）。なお、一人一人が曲から

図１ 感じ取ったことを自由に表す様子 

図２ 児童が表現した言葉と絵     

図３ 児童が表現した絵     



 

 

感じ取ったことを基に次時の鑑賞の授業を展開できるように、記述したものを短冊にして、

全員分を黒板に掲示した（資料３）。  

２ 音楽を形づくっている要素の働きを実感するための比較の活動 

第２時では、自分が感じ取ったことは、曲のどの部分からなのかを、聴き取ったことや

考えを出し合う時間を設けた。約９割の児童が、曲から感じ取ったことには、速度が関わ

っていると考えた。その半数が「木琴の旋律は速くて、途中で遅くなっていた」と考えた

ため、木琴の旋律に着目して聴くよう促した。次に、全員で指揮や拍打ちをして、同一曲

内で速度の比較をすることで、速度の変化がないことに気付いた。さらに、木琴の旋律が

速く感じる理由が何によるものなのかを見付けていくために、旋律を口ずさんだり、リズ

ムを手で叩いたりする活動に加えて、卓上木琴で演奏する活動を行った（図４）。 

トロンボーンの合いの手の働きに着目するために、「途中で聴こえたタァ～ラ～から応

援している様子を想像した」など、感じ取ったことに合いの手が関係しているという児童

の発言や、合いの手の部分を体で表していた児童の動きを取り上げた。ここで、合いの手

の働きが生み出すよさや面白さを感じられるようにするために、児童が知っている「幸せ

なら手をたたこう」の合いの手が＜ない版＞を、全員で歌う活動を行った。その後に「つ

るぎのまい」でも、合いの手が＜ない版＞を聴取し、「＜ある版＞と同じことを感じたか」

と問いかけることで、本来の演奏＜ある版＞と比較して考えら

れるようにした。最後に、「つるぎのまい」のティンパニが＜

ない版＞を聴く時間を取ったことによって、児童が感じ取った

違和感を基に、ティンパニのリズムの働きに気付くことができ

た。これらの比較の活動から、児童が実感した音楽を形づくっ

ている要素の働きと曲から感じ取ったことを結び付けるため

に、題材の終末で「音楽コメンテーターになって『つるぎのま

い』を紹介しよう」という言語活動を設定した。 

 

Ⅳ 結果と考察 

 

(1) 「曲から感じ取ったことの言語化」における児童の様子から 

児童は様々な方法で感じ取ったことを、自信をもって友達と見せ合ったり伝え合ったり

して自由に表すことが分かった（表１波線）。互いに共有する中で、多くのやり取りから

新たな気付きが生まれ、さらに楽しみながら、曲のイメージを膨らませることができたこ

とがうかがえる（表１下線）。伝え合う活動の後にワークシートに記述する時間を設けた

ことで、児童は友達とのやりとりを生かして、曲から感じ取ったことを記述することがで

きた。この言語化によって、児童にとっては「つるぎのまい」を聴いて感じ取ったことが

明確になり、鑑賞の活動の出発点とすることができた。 
表１ 第１時の児童の振り返り 

・曲を聴いて、感じたことのいろいろな表現方法があると知ったから言葉だけでは表現できないことを表現できた。 
・絵で表すことで、曲から感じたことを表しやすかった。友達に絵を見てもらいながら説明したら、想像したことが

伝えられた。 
・動いてみたら曲の面白さが思い切り表せた。 
・友達の真似をしておどってみたら、聴くだけよりよく曲を感じることができたし、想像力がふくらんでもっと曲が

楽しくなった。 

図４ 卓上木琴で演奏する様子 



 

 

(2) 「音楽を形づくっている要素の働きを実感するための比較」における児童の様子から 

比較する活動以前は、「速いから」という表

層的な捉え方に留まっていたが、木琴のリズム

を実際に手で打ったり、卓上木琴で演奏したり

したことで、曲を特徴付けるリズムの働きを、

実感できた（表２下線部）。 

トロンボーンの合いの手やティンパニが＜ない

版＞を聴いたときの違和感や本来の演奏との違い

から、自身の感じ取ったことには、音楽を形づく

っている要素の働きが関わっていると実感するこ

とができたと考えられる（表３・表４）。 

さらに、教師とのやり取りから、＜ない版＞

を聴いた時に、本来の演奏で感じ取ったことと

同様のことは感じないと捉えることができたの

は、音楽を形づくっている要素の働きの大切さ

に気付くことができたからだと考える（表

５）。 

(3) 言語活動の児童の記述から 

表６、表７は、児童が音楽コメンテーターになって「つるぎのまい」を紹介した記述で

ある。聴き深めたことを伝え合う言語活動を設定したことで、児童は曲から感じ取ったこ

と（表６・７下線部）と、音楽を形づくっている要素の働き（表６・７二重線部）を結び

付けることができた。音楽を形づくっている要素が曲のよさとして自分の中で価値付けら

れたことにより、自分の思いや考えを生かして、音楽のよさや面白さを見いだすことがで

きたと捉える（表６・７点線部）。 

 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

児童一人一人が曲から感じ取ったことを出発点とし、音楽を形づくっている要素の働き

と結び付けたことは、自分の思いや考えを生かして、曲全体を聴き深めることにつながっ

た。そして、児童が自分にとっての音楽のよさや面白さを見いだし、楽しみながら鑑賞の

活動に取り組むことができた。 

２ 課題と今後の展望 

本研究は高学年での実践であったが、言語活動や音楽を形づくっている要素の働きを実

感するための活動について、発達の段階に応じて内容を工夫し、低学年から取り入れるこ

とが必要である。   

表３ ＜ない版＞を聴取した児童の反応     
〇トロンボーンの合いの手が＜ない版＞を聴取し
た児童の反応 

「切ない」「飛び跳ねられない」「くぼみができ
た感じ」 

「物足りない」「大事なものを忘れた感じ」 
〇ティンパニが＜ない版＞を聴取したときの児童
の反応 

「夜中に鳥が鳴いている場面になった」「さびし
い」 

「リズミカルな感じをこわしている」「激しくな
くなった」 

表２ 卓上木琴で演奏してみた振り返り 

・実際にたたくと、リズムが細かくて難しかった
から、ただ速いということだけではなくて、こ
のリズムが速さのもとなんだとわかった。 

・聴いているときはリズムのことはわからなく
て、ただスピードが速いのだと思ったけれど、
演奏してみたらリズムの細かさに気付けた。 

表４ 第２時の振り返りの記述 

一つの音（ティンパニ）を取ってしまっただけ
で、まるでちがう音楽になってしまった。私はこ
のリズムがくり返されていたから、あせって準備
している場面がうかんだと分かった。 

表５ ＜ある版＞＜ない版＞との感じ方の違いについてのやり取り 

教師： ＜ない版＞を聴いたとき、＜ある版＞と同
じことを思い浮かべた？ 

Ｃ１：一つなくすだけで、雰囲気がすごく変わっ
た。感じたことが最初と変わってしまっ
た。 

Ｃ２：なくしたら縁の下の力持ちだったことがわ
かった。 

表６ A児の「音楽コメンテーターになって『つるぎのまい』を紹介しよう」     

ティンパニの激しいリズムから始まり、木琴の細かいリ
ズムの旋律は、まるで何かに追われて逃げ回っているよ
う。トロンボーンの合いの手は、さらに音楽を盛り上げ
ます。次々といろいろな楽器が登場し、にぎやかな音楽
なので、元気が出て、私はそこが好きです！ 

表７ B児の「音楽コメンテーターになって『つるぎのまい』を紹介しよう」     

ティンパニで迫力を出し、木琴でスピード感を出す。こ
の曲の迫力とスピード感で、自分は何でもできるような
気持ちになってきます！前向きになれるこの曲を、ぜひ
きいてみてください！ 



 

 

 

  

 

  

  

 

                     

  

  

   

  

  

   

 

 

 

 

 

 

児童が表現した絵とセリフ 体の動きで表現する児童 

【資料３】一人一人が感じ取ったことの短冊 

【資料２】掲示物「感じ取ったことを表す言葉」と「音楽を形づくっている要素」 

 

【資料１】曲を聴いて感じ取ったことを表現するために、選択した方法 



 

 

【資料４】児童のワークシート 

「感じ取ったこと」（上図①）と「聴き取ったこと」（上図②）との関わりが捉えやす

いように左右に並べて構成した。音楽を形づくっている要素の働きについて実感したこと

を基に、上図③の「気付いたこと・考えたこと」を記述できるようにした。  

児童が感じ取ったことについて様々な方法で自由に表現し、友達と伝え合う活動を終え

た場面でワークシートを配付することで、児童が感じ取ったことを明確にしてから①の箇

所を記入できるようにした。 

②の箇所を記入する際は、児童一人一人が感じ取った①の内容を出発点とすることで、

自分が感じ取ったことは音楽のどんな働きによるものなのかを、一人一人が考えられるよ

うにした。 

③の箇所は、「音楽を形づくっている要素の働きを実感するための比較の活動」が終わ

った後に記入した。  
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【教科用図書】 

教育出版 音楽のおくりもの５ 令和５年検定済 

 


